実技課題
実技課題
「各種姿勢被覆アーク溶接」

	１．作業時間

　　　標準時間　１２０分（休憩時間、作業準備時間除く）

　　　最終終了時間　２１０分

　２．配付物
　　　・本資料
      ・材料
　・課題図面
　・評価要領（測定時に配付）

・チェックシート（３枚）（測定時に配付）
・訓練課題確認シート（測定終了後に配付）

　３．提出物

・チェックシート（３枚）
・訓練課題確認シート

・製作物（作品）


課題仕様

課題図面に示す溶接施工を行う。
1． 支給材料（全てＳＳ４００相当品）
部材①　ｔ９×２００×７５（べベル角度３０°の開先をとったもの）　２枚

部材②　ｔ９×１７０×７５（べベル角度３０°の開先をとったもの）　２枚
部材③　ｔ６×２００×２００　１枚
2． 作業工程
（１）材料の形状・寸法の確認

・支給材料が規定の寸法のものか確認すること。寸法・形状が著しく違っているものや損傷が見られるものは事前に交換を申し出ること。なお、支給された材料について若干の誤差は、今課題の評価対象に影響はないこと。
（２）溶接施工

・溶接におけるルート間隔、ルート面及び層数、パス数、条件等は特に定めない　　ので個人の判断で行うこと。

・本溶接は、図面に指示された姿勢で行うこと。

　・本溶接の順番について溶接番号①～④は自由とするが、溶接番号⑤は最後に
行うこと。その際、指導員にその旨申し伝えること。
（３）測定
　　　　・全ての本溶接終了後、指導員から「チェックシート」３枚を受け取り、指示されている箇所の測定を行うこと。測定方法等は同時配付の「評価要領」を参考とすること。
（４）訓練課題確認シート
　　　　・測定を行った「チェックシート」をもとに、「訓練課題確認シート」へ得点を記載すること。「訓練課題確認シート」内の評価区分で、「作業時間」「作業工程」「安全作業」および「工夫・改善」の得点数については、指導員に確認をしてから得点を記載すること。

（５）提出

        ・製作課題（作品）および「チェックシート」３枚と「訓練課題確認シート」の３点を指導員に提出すること。
3． 注意事項
(1) 溶接により付着したスパッタ等は取り除くこと。

(2) 溶接部を研削等で除去後の補修溶接は認めない（肉盛りによる補修は可）
(3) 最終終了時間になったら、製作途中であっても全ての作業を中断し、そこまでの評価を行うこと。

4． 使用可能工具及び機器
以下に挙げる機器及び工具以外で必要なものは指導員に申し出ること。
	番号
	工具名
	必要数
	備考

	１
	けがき針
	人数分
	

	２
	スケール
	人数分
	３００ｍｍ

	３
	ノギス
	２人に１個程度
	１５０ｍｍ

	４
	溶接ゲージ
	若干数
	

	５
	さしがね又はスコヤ
	人数分
	

	６
	たがね
	人数分
	

	７
	火ばし
	人数分
	

	８
	やすり
	人数分
	

	９
	チッピングハンマ
	人数分
	

	１０
	ディスクグラインダー
	若干数
	

	１１
	ハンマ
	人数分
	１ポンド程度

	１２
	保持具
	若干数
	マグネット、クランプ等

	１３
	被覆アーク溶接機一式
	人数分
	

	１４
	溶接用保護具一式
	人数分
	


★H20作成、H21修正（１）

